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対象は、鳥取県内の 3 年課程の看護専門学校 2校の学生 170 名と鳥取県内 2 病院の看護



















人」への思いやり行動「ウチ」と NP、FC との間に、また、「ソト」と CP、NP、FC との間
に有意な正の相関関係がみられた。看護職の経験年数と思いやり行動と自我状態の関係で












的親を頂点とする「への字型」に近づけていく教育が必要と思われる。自我状態 FC と AC
は看護学生の方が看護職に比べて高値であった。看護職は同僚間及び他職種との協調性を
重視するため、周囲と順応し、自由な感情表出を抑制する傾向にあると考えられた。看護
職の経験年数は、尾原の尺度の「相手の立場に立つ」と自我状態 CP と正の相関関係がみら
れ、AC と負の相関関係がみられた。看護職は、経験を積むと「相手の立場に立つ」思いや
りや責任感が高まるが、一方、協調性が低くなる可能性が示唆された。菊池と尾原の思い
やり行動尺度と自我状態 NP の間については、看護学生では尾原の「相手の気持ちを察す
る」以外で、また看護職では全てにおいて有意な正の相関関係がみられた。思いやる自我
状態 NP が高まることにより、思いやり行動が高まると考えられる。また、自我状態は思
いやり行動を示すための支援方法の指標になりうると考えられ、今後の看護教育に活用で
きると思われる。 
 
結 論 
看護学生と看護職との間で思いやり行動や自我状態に有意な差がみられたが、エゴグラ
ム・プロフィールはともにN型であった。思いやり行動尺度とNPの間に正の相関関係がみ
られたことから、自我状態 NP を高める看護教育により思いやり行動が高まることが示さ
れた。今後、思いやりが看護教育の中で育つのか、職業を通じて身につくのか、同一集団
の経時的な変化を追跡調査する必要性が示唆された。 
